
一般演題 19:05～19:50

『地域包括ケアにおける在宅漢方の役割』
～ＱＯＬの維持向上を目指して～

多職種 KAMPOセミナー
～ 地域医療に漢方薬を役立てる ～

平成31年

1月16日（水）19:00～20:40

高松国際ホテル 讃岐の間
香川県高松市木太町2191-1 ☎087-831-1511

会場
地域包括ケアに関わる
医療・介護従事者に
ご参加頂けます

山口診療所 院長（大阪府河内長野市）

山口 竜司先生

香川大学医学部附属病院 薬剤部長
香川県病院薬剤師会 会長

芳地 一 先生

滝宮総合病院 歯科 医長

黒井 隆太 先生

『歯科領域における漢方薬の役立て方』

参加費無料 定員200名

日時

座長
オープニングリマークス

特別講演 19:55～20:40

演者

演者

有限会社ライム調剤薬局 代表取締役

吉岡 貴代 先生

『在宅支援薬局における漢方薬使用の実際』

演者

高18042

共催：香川県薬剤師会・香川県病院薬剤師会・株式会社ツムラ
後援：高松市医師会・香川県訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ連絡協議会

※日本薬剤師研修センター認定制度 認定単位 単位
（※漢方薬生薬認定薬剤師認定更新制度 単位（選択制））
※日病薬病院薬学認定薬剤師制度 Ⅴ-1 1 単位
※香川県病院薬剤師会生涯研修制度 認定単位 1単位



多職種KAMPOセミナー 平成31年1月16日（水）

【参加申込書】

◆ご施設名

◆参加者ご氏名

（職種： ）

（職種： ）

（職種： ）

※会場の関係上200名で締め切らせて頂きます。ご了承下さい。

必要事項をご記入の上、FAXにてお申し込みください。

＊FAX送信先： 株式会社ツムラ 高松営業所 佐藤・髙見

FAX：０８７-８１２－１８１０

特別講演 講師

【山口竜司先生よりメッセージ】

「出来ることであれば住み慣れた地域で最後まで暮らしたい、その思いを支えたい、そ
の生活を支えたい、我々はそういう思いで在宅医療に取り組んでいるのではないでしょ
うか。漢方は、治療からケアまで幅広く使う事が出来ます。例えばがんの副作用低減、

食べられない時の食思改善、なかなか治らない褥瘡など、漢方が使える範囲が広がって
います。QOLの維持向上を考え、慢性期から終末期までケアを重視した医療には、
もっと漢方が使えるのではと思います。最期まで家族と話もでき、口から好きなものを
食べて穏やかな最期を迎えることが出来た方も少なくありません。今回は、症例も交え
ながら、在宅医療における漢方の役割、そしてこれからの地域包括ケアにおいて漢方に
期待できる事をお話したいと思います。」

【ご略歴】 【所属学会】

1990年 大阪市立大学医学部卒業 日本在宅医学会
1992年 同大学医学部附属病院 日本緩和医療学会
1993年 大阪府立羽曳野病院 日本老年医学会
（現：呼吸器・アレルギー医療センター） 日本静脈経腸栄養学会
1999年 山口診療所院長 日本東洋医学会他


